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はじめに: ソリッドレイ研究所が手がける、ＰＣや安価なプロジェクタによる箱型スクリーンシステム

の

事例をご紹介いたします。

背景: ＶＲ業界では、西暦２０００年を境に２つの大激震が走りました。第一にグラフィックスワーク

ステーションの苦戦、第二に３管式ＣＲＴプロジェクタの衰退です。それと同時に、ＰＣグラフィックス

の台頭、液晶や DLP、D-ILAといった安価なプロジェクタの台頭といった現象が起き、ＶＲシステムの選

択肢が広がりました。これを機に、弊社は高価なスクリーンシステムの代表であった箱型スクリーンシス

テムの安価版の販売を開始しました。

事例紹介: 今回は２つの納入事例をご紹介します。一つ目は、文部科学省メディア教育開発センター

（NIME）様に納入した、ONYX と D-ILA プロジェクタを組み合わせた、５．５面（！）の箱型スクリー

ンシステム「TEELeX」です。ソリッドレイ研究所の ONYX用 VR（バーチャルリアリティ）構築ソフト、

「リアルマスター」をベースとしてカスタマイズしたソフトウェアで実現しております。二つ目は、日本

科学未来館（MeSci）様に納入した、PC と DLP プロジェクタを組み合わせた、４面の箱型スクリーンシ

ステム「みんなの CABIN」です。ソリッドレイ研究所の PC 用 VR 構築ソフト、「オメガスペース」で実

現しております。

図１.　TEELeXシステム構成(NIME様ご提供)　　　　図２.　みんなの CABIN写真（撮影：大東正巳氏）

デモ: みんなの CABINで上映しております、「国際宇宙ステーション」は PCとオメガスペース（ソフト）

をプラットホームとして稼動しておりますが、デモでは ONYX とリアルマスター（ソフト）をプラット

ホームとした環境に移植してデモンストレーションを行おうと考えております。
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